
様式３   

平成 27年度（ 技 術 ）授業改善推進プラン 

 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充的・発展的な学習指導計画 

 

 

 

第 

一 

学 

年 

・全体的に前向きに取り組む

が生物育成（栽培）実施経験

が少ないため、自分の作業へ

自主的に取り組めず、出来て

いないことに気づかなかっ

たり、自信なく全ての指示を

求める生徒がいる。 

・家庭科が専任ではないの

で、授業を連続してできない

ため、実習が思うように進ま

ない。 

・実習時、説明と作業が結び

つく指導の工夫をする。（パ

ソコンとプロジェクターを

利用して）生徒の作業状況を

観察して、説明したことと結

びついた助言を個別に与え

ていく。 

 

・毎時間の課題を着実に取り

組ませる。 

【補充学習】分からないとこ

ろやうまくいかないところ

は、個別にやって見せ、考え

させ、やらせてみる時間を設

定する。 

 

【発展学習】設計や作業のし

かたを工夫し、考える時間を

設定する。放課後の時間を利

用し個人的に対応する。 

 

 

 

第 

二 

学 

年 

実習に対する興味関心は

高いが、作業説明と実習の結

びつきが弱いところがある。 

同じ作業に飽きてしまい、

根気をもった取り組みがで

きない。 

 

・家庭科が専任ではないの

で、授業を連続してできない

ため、実習が思うように進ま

ない。 

毎時間、説明されたことを

思い起こし、実習に取り組む

指導をする。生徒の作業状況

を観察して、説明と結びつい

た助言を個別に与えていく。 

 

昨年の作品の写真やきれ

いになった実物を見せ、意欲

をもたせる。 

【補充学習】うまくいかない

ところは、個別にやって見

せ、考えさせ、やらせてみる

時間を設定する。 

 

【発展学習】設計や作業のし

かたを工夫し、考える時間を

設定する。放課後の時間を利

用し個人的に対応する。 

 

 

 

第 

三 

学 

年 

隔週の授業形態しかとれ

ないので、限られている授業

時数の中で、基本的な技能が

少しずつ積み重なって習得

できるよう計画が必要であ

る。日常生活に関連づけた教

材の使用や、創意工夫を促す

「なぜ」「どうして」と考え

させるような指導方法の工

夫が必要である。 

家庭生活や地域の中で実

践していけるように、主体

的・体験的な学習をとりいれ

ていき、生徒の興味関心を引

き出す題材を設定していき 

学習したことが生活に活

用できるような展開を持た

せるように工夫していく。 

【補充学習】分からないとこ

ろは、個別にやって見せ、考

えさせ、やらせてみる時間を

設定する。 

 

【発展学習】仕組みを応用

し、発展したものを考え、設

計する時間を設定する。 

 


